
明確になっている.したがってメーカーもはっきりディ

ブァインされた機能に対して何を与えるかがはっきりす

るわけです.

日本の場合自分の機械にどういう仕事をやらせるかが

明確に整理されていない.したがってシステムのi汗価の

基準が明確にならないのだと思います.

G OS というのは受注生産みたいにユーザーがこれを

つくってくれというものをつくるのか，それとも機械そ

のものについてユーザーが選択するものなのですか.

E OSは，どこまでがOS なのかという定義の問題も

ありますが，通常は基本ソフトウェアとよばれるものと

応用ソフトウェアとよばれるものから成っているといっ

てよいでしょう.前者は原則として標準品であり，後者

には標準品と注文品とがありうるかと思います.ユーザ

ーにおさめられる OSは，標準品の基本ソフトウェアと

ユーザーの必要性にしたがって選択される応用ソフトウ

ェア(たとえば， TS S 機能，データベース機能，各種

ライプラリー機能等)から構成されることになります.

G システム評価となると機械そのものと OSを組み合

わせての評価になるわけです.そうするとユーザー側だ

けで，どのシステムがよし、かということになると，ある

パラメータの設定で 1 カ月なり 1 年なりやってみて，ま

た別のパラメータで同様にやってみる，というのカ礼、い

のではないかと思いますが・・・・・.

E ユーザーが通常行なうのは，最終的にはベンチマー

クということになります.すなわち，ある一定期間実際
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のユーヂーの計算機で走行しているジョブの統計データ

を収集し，これを代表するようないくつかのジョブ群

(ベンチマーク)を選択します.つぎに，このベンチマ

ークを d ーカーの計算機の上で走行させて，どのくらい

の性能になるかを実測するわけです.しかしこれを行な

うとし叩0 万円位の費用がかかるのが普通のようです.

F それにむずかしいのは，パッチを何本か並列に流し

ながら TSSを走らせたり，コマンドを実行させたりす

るということです.このため， TS S で疑似的にそうい

う状態をつくることも考えています.

H そのベンチマークジョブ。は，疑似的に，シミュレー

ションというか，そういったことをやらないで，確率モ

デルみたいなものができれば，相当時間的にも短縮され

メーカーも手間がはぶけると思います.そして，ユーザ

ーが納得できるようなモデルができ，解析までうまくで

きるようなプロセスができればL、し、と思うのですが.

I このモデノレの評価としては，かなり強い仮定を置い

てもこのモデルが経験的に合うということでしょうか.

G モデルとして有効か有効でないかは，結局実測値と

どこまで合致するかとし寸検証だと思います.その辺は

よくわからないのですが，私の考えでは傾向線が合えば

だ L、たい合ったと判断しております.絶対値そのものは

そデルに盛込まれていない要素とか，その他があるので，

それが合うという自信はないのですが，いろいろなパラ

メータを変えたときに函かれるカーブの性質がだいたい

似ていれば，そのモデルは有効で、あると思います.そし
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